
令和５年度足立区地域包括ケアシステム推進会議 

第１回介護予防・日常生活支援総合事業部会 

 

日時 令和５年７月２０日(木) 

午後２時～４時 

場所 足立区役所 １２階 

１２０３会議室 

議長 吉 清 部 会 長 

 

 

次    第 

 

１ 開会 

 

 

２ 議題 

（１）令和５年度Ｚｏｏｍでオンライン体操教室の本格実施について 

 

（２）令和５年度「ぱく増し」事業の取組について 

 

３ 事務連絡 

 

 

４ 閉会 



※　敬称略、順不同

1 部会長 吉清　健太郎 ﾖｼｷﾖ ｹﾝﾀﾛｳ 足立区社会福祉協議会基幹地域包括支援センター
地域福祉部長補佐
（地域福祉課長事務取扱）

出

1 副会長 賀川　幸英 ｶｶﾞﾜ ﾕｷﾋﾃﾞ 足立区医師会 副会長 欠

3 委員 伊藤　好美 ｲﾄｳ　ﾖｼﾐ
足立区介護サービス事業者
連絡協議会

副会長（通所部会長） 出

4 委員 大竹　吉男 ｵｵﾀｹ　ﾖｼｵ 足立区ボランティア連合会 会長 欠

5 委員 石引　力也 ｲｼﾋﾞｷ ﾘｷﾔ 足立区シルバー人材センター 理事 出

6 委員 中村　輝夫 ﾅｶﾑﾗ　ﾃﾙｵ 足立区友愛クラブ連合会 ねんりん編集委員長 出
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2023.7.20 【資料１】 

介護予防・日常生活支援総合事業部会 

Ｚｏｏｍでオンライン体操教室・はじめてのスマホ教室の事業見直しについて 

スマホを活用した事業について、令和６年度の進め方を以下の通り検討する。 

 

１ スマホを活用した事業を開始した目的 

（１）感染症や悪天候等で集合が困難な場合でも、自宅で介護予防事業に参加できる機会を創出する。 

（２）介護予防には興味があるが、集合型が苦手な方でも、専門講師に直接指導を受けられる環境を創出する。 

（３）オンライン上での実施でも、フレイル予防に重要な社会参加の機会を創出する。 

 

２ 令和５年度実施事業（網掛けは対面型） 

事業名 頻度 時間 定員 内容 

Zoom でオンライン体操教室 

（以下、「Zoom で体操教室」） 

毎週水曜 

(14:00～14:30） 

30 分 

 

20 名 Zoom 内での体操(座位のみ) 

Zoom でオンライン体操教室事前説明会 毎月 5 回 

5 ﾌﾞﾛｯｸに 1 カ所 

60 分 20 名 Zoom 接続方法の講座・体験 

はじめてのスマホ教室【基礎コース】 毎月 3 回 

5 ﾌﾞﾛｯｸに 3 カ所 

120 分 20 名 Wi-Fi、QR ｺｰﾄﾞ、LINE、 

防災ｱﾌﾟﾘ、A ﾒｰﾙ 

はじめてのスマホ教室【体験コース】 毎月 2 回 

5 ﾌﾞﾛｯｸに 2 カ所 

120 分 20 名 YouTube、脳ﾄﾚ、e ｽﾎﾟｰﾂ 

 

 

【開催イメージ】 

 7 月 

8 月 9 月 … 

西部 基礎 事前説明 

＋ 

Zoom 

千住 基礎 事前説明 Zoom 

中部 基礎 事前説明 Zoom 

東部 体験 事前説明 Zoom 

北部 体験 事前説明 Zoom 

     14～15 回 14～15 回  

 

３ 課題 

（１）Zoomで体操教室参加者の参加者が少ない→開催規模に対する参加者数が少ない。 

（２）スマホ教室→Zoomで体操教室へつなぐ予定だったが、そのようにつなげられていない。 

（３）参加者はスマホ教室の基礎と体験の差別化が明確でない。 

（４）Zoomで体操教室が水曜だけでは、曜日が理由で参加できない人がいる可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 令和６年度実施事業（案） 

（１）Zoomで体操教室を必ず体験できる仕組みにする。 

（２）スマホ教室のコースを統合し、カリキュラムを整理する。 

【教室案】３事業に分かれていたものを１事業にまとめる（１開催につき３時間制のひとコマに集約） 

スマホ教室 

Wi-Fi，QR ｺｰﾄﾞ,YouTube,Zoom の使い方講座 

(足立区公式 LINE ｱｶｳﾝﾄ登録や防災ｱﾌﾟﾘ,A ﾒｰﾙの紹介) 

休憩 Zoom で 

体操教室 

 

グル―プにわかれて、スマ

ホに関する困りごと相談 

1 時間 50 分 10 分 30 分 30 分 

 

【開催例】ブロックごとに週・曜日を分けて開催する 

ブロック 西部 千住 中部 東部 北部 

開催日 1 週目・月曜 2 週目・火曜 3 週目・水曜 4 週目・木曜 4 週目・金曜 

※４週の月は、週に２ブロック開催、５週の月は、毎週１ブロック開催 

※Zoom で体操教室への直接参加希望者の申込受付は継続する 

（３）Zoom で体操教室は定員を拡大する（規模の継続）。 

   20 人→40 人（3 時間制の教室で参加する方 20 人、自分で Zoom 体操に直接申し込める方 20 名） 

（４）Zoom 体操に 1 度参加した方の 2 回目以降の参加（リピート）は、安全管理等の観点から電話予約制とする。    

（５）習ったことのおさらいや、好きな時間に見られるよう、Zoom 以外にアーカイブ配信（YouTube）を開始する。 

 

５ 変更による効果 

（１）1 回の参加でスマホの操作を学ぶとともに、専門講師による体操も体験してもらえる。 

（２）体操の曜日を固定化しないことや定員を拡大することで、Zoom で体操への参加機会を増やせる。 

（３）YouTube によるアーカイブ配信で、習ったことの振り返りや好きな時間で体操に取り組める。 

 

６ 検討内容 

（１）令和６年度実施内容の検討 

（２）Zoom に替わる取組みの検討 

 

【Zoom と YouTube のメリット・デメリットの比較】 

 Zoom YouTube 

メリット １ 講師に直接質問ができる。 

２ 自分が正しく動けているか確認できる。 

 

１ Zoom に比べて簡単に操作できる。 

２ 人数の制限がなく参加できる。 

デメリット １ Zoom の操作が簡単にはできない。 

２ 人数制限によっては参加できない。 

 

１ 講師に直接質問ができない。 

２ 自分の動きが正しいか確認できない。 

 

 

LV 

高 

低 

ひと月の間に全14～15教室を開催 

基礎コース 3 回 

体験コース 2 回 

事前説明 4～5 回 

Zoom 体操 4～5 回 

 



Zoom・スマホ事業開催の経緯について 

令和２～４年度 課題 令和５年度 

１ はじめてのフレイル予防教室 

介護予防チェックリストでフレイル予備軍と判定された方向け教室。包括支援センター職員

による案内で参加できる。区内２５カ所、各会場１期全１２回の連続講座、年２期開催。 

２ みんなで元気アップ教室 

介護予防の知識を学び、教室終了後も介護予防を継続できるよう、自主グループの立ち上げ

を目指した教室。区内２６カ所、各会場１期全１０回の連続講座、年２期開催。 

３ 元気アップサポーター養成研修 

既にグル―プで活動中の方やグル―プの立ち上げ・運営に興味がある方向けの教室。ロール

プレイングを通じて、グル―プ活動継続のコツが学べる。区内５カ所、各会場１期全８回の連

続講座、年２期開催。 

４ はつらつ教室（教室型） 

地域学習センター等が運営主体となった介護予防教室。運動・口腔・栄養の専門講師による

講座。区内１７カ所、各会場毎月１～２回開催。 

５ はつらつ教室（プール型） 

プール型は、区のプール施設で開催する水中ウォーキングを中心とした介護予防教室。 

区内２～３カ所、各会場１期全８回の連続型講座、年３期開催。 

６ 高齢者体力測定会 

高齢者自身が日頃の活動の成果を図るため、立ち上がりや歩幅等、下肢筋力を中心とした測

定会。区内７カ所、毎月開催。 

７ ふれあい遊湯う 

身近な銭湯を会場としたミニデイサービス。毎週６会場で開催。 

８ 住区センターにおける自主的な介護予防 

住区センター健康推進部等が住区センターで自主的に介護予防に取り組む際の専門講師派

遣や費用助成をしている。住区センター毎に開催を執行委任しているため、開催は不定期。 

９ パークで筋トレ・ウォーキング教室 

申込不要の身近な公園や広場を会場とした運動教室。ウォーキング教室はコース別開催もあ

り申込必要。パーク：３６会場、１回ずつの参加が可能、毎月開催。ウォーキングは不定期。 

１０ あだち・らくらく体操放送（Ｊ：ＣＯＭ） 

J:COMあだちでの、あだち・らくらく体操放送。毎日放送、J:COM足立の契約が

必要。 

１１ 地域包括支援センター独自の介護予防教室 

地域包括支援センターが独自に行う介護予防教室。開催は不定期。 

 

 

① 感染症拡大時や猛暑等の悪天

候による事業中止。 

 

② 介護予防の取組みに興味はあ

るが、集合型の教室への参加が苦

手という方もいる。 

 

③ 長引く外出自粛により、外出自

体が困難になってきている 

 

④ あだち・らくらく体操放送（Ｊ：

ＣＯＭ）はＪ：ＣＯＭ足立の契約

が必要 

 

 

 

上記理由により、介護予防事業を

提供できない層がいる。 

 

 

 

 

 

 

 

現行継続 

新規追加 

既存の事業を開催するだけ

ではなく、参加できていない

人にも参加機会を創出するた

め、事業の選択肢を拡大する

必要がある。 

・ はじめてのフレイル予防教室 

・ みんなで元気アップ教室 

・ 元気アップサポーター養成研修 

・ はつらつ教室（教室型） 

・ はつらつ教室（プール型） 

・ 高齢者体力測定会 

・ ふれあい遊湯う 

・ 住区センターにおける自主的な介護予防 

・ パークで筋トレ・ウォーキング教室 

・ あだち・らくらく体操放送（Ｊ：ＣＯＭ） 

・ 地域包括支援センター独自の介護予防教室 

・ Zoomでオンライン体操教室 

・ Zoomでオンライン体操教室事前説明会 

・ はじめてのスマホ教室（基礎コース） 

・ はじめてのスマホ教室（体験コース） 



Zoomでオンライン体操教室事前説明会 アンケート集計結果について 

 

１ アンケート実施日・実施場所 

（１）６／１２（月） 伊興地域学習センター 

（２）６／１９（月） 佐野地域学習センター 

（３）６／２０（火） 千住西複合施設 

（４）６／２１（水） 中央本町地域学習センター 

 

２ 調査対象者 

Zoomでオンライン体操教室事前説明会参加者 ２４名 

※ ６／１４（水）江北地域学習センターの参加者（６名）には郵送にてアンケートを

実施したが、現時点で返答がないため除外。 

 

３ アンケート内容 

別紙アンケート参照 



参加日   月  日    会場             

 

 

 ※ 回答は、当てはまるものに○をつけてください。その他の場合は記述をお願いします 

１ Zoomでオンライン体操教室事前説明会を何で知りましたか？ 

ア あだち広報  イ 足立区ホームページ ウ 地域包括支援センター 

エ 他の介護予防教室（パークで筋トレ等） オ その他（              ） 

 

２ 教室に参加してみていかがでしたか？  

時間(1 回 60 分) 長い ← １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ → 短い 

講師の説明 わかりやすい ← １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ → わかりづらい 

資料 わかりやすい ← １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ → わかりづらい 

教室内容 良かった ← １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ → 悪かった 

Zoom でオンライン

体操教室への参加が

できそうですか？ 

 できる  ← １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ → できない 

 

３ ご自身のことについてお伺いします 

(１) 年齢と性別を教えてください。※ご自身の自認する性別をご記入ください。 

年齢（     歳）   性別（             ） 

(２) 日頃のスマホの利用頻度についてお聞かせください。 

ア 毎日使っている  イ ３日に１回 

ウ 週に１回  エ 月に１回  オ ほとんど使っていない 

(３) どのようなことでスマホを利用していますか？(複数回答可) 

ア 電話  イ メール  ウ  LINE（ライン） 

エ カメラ撮影  オ 動画視聴  カ インターネット検索  ク その他（      ） 

(４) 今後どのような使い方ができるようになりたいですか？(複数回答可) 

ア 電話  イ メール  ウ LINE（ライン）  エ カメラ撮影  オ 動画視聴 

カ インターネット検索  キ Zoom  ク その他（              ） 

(５) 区の介護予防事業について、下記の事業に参加されたことはありますか？(複数回答可) 

ア 体力測定会  イ みんなで元気アップ教室  ウ 元気アップサポーター養成研修 

エ はじめてのスマホ教室  オ はつらつ教室  カ パークで筋トレ   

キ ウォーキング教室  ク ふれあい遊湯う  

(６) その他何かご意見があればご記入ください 

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。  足立区役所 地域包括ケア推進課 

Zoomでオンライン体操教室事前説明会の感想をお聞かせください！ 



あだち広報

４４％（１１

人）

地域包括支

援センター

２８％(７人)

その他

１６％（４人）

無回答

８％（２人）

他の介護予防教室

４％(１人)

足立区ホー

ムページ

０％(０人)

ちょうどよい

４２％(１０人)

短い

３８％（９人）

未回答

８％（２人）

長い

４％（１人）

やや長い

４％（１人）
やや短い

４％（１人）

わかりやすい

４２％（１０人)

普通

２９％（７

人）

ややわかり

やすい

１７％（４人）

ややわかり

づらい

８％（２人）

未回答

４％（１人） わかりづらい

０％（０人）

わかり

やすい

３８％（９

人）
普通

３８％（９人）

ややわかりや

すい

１７％（４人）

ややわかりづ

らい

４％（１人）

未回答

４％（１人）
わかりづらい

０％（０人）

とてもよかった

５０％（１２人）

普通

２１％（５人）

よかった

１７％（４人）

あまりよくな

かった

４％（１人）

よくなかった

４％（１人）

未回答

４％（１人）

どちらともいえ

ない

５０％（１２人）そう思う

２１％（５

人）

全くそう思わ

ない

１３％（３人）

未回答

８％（２人）

ややそう思う

４％（１人） あまりそう思

わない

４％（１人）

毎日使ってい

る

８７％（２１人）

３日に１回

１３％（３人）

週に１回

０％（０人）

月に１回

０％（０人）

ほとんど使っ

ていない

０％（０人）
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20

（３）どのようなことでスマホを利用していますか？

（複数回答可）

15
14

10
9

8 8

4
2

0
2
4
6
8
10
12
14
16

（４）今後どのような使い方ができるようになりたい

ですか？(複数回答可)

7
6

5 5 5

3

1
0

0
1
2
3
4
5
6
7
8

（５）区の介護予防事業について、下記の事業に参加

されたことがありますか？（複数回答可）

Zoomでオンライン体操教室事前説明会

アンケート結果(令和５年６月実施分）

２ 教室に参加してみていかがでしたか？

１ Zoomでオンライン体操教室事前説明会を

何で知りましたか？

回答者数２３人

未回答者数１人

回答者数２３人

未回答者数１人

回答者数２４人

回答者数２４人
※ １名複数回答したた

め、回答数は２５

回答者数２２人

未回答者数２人

回答者数２３人

未回答者数１人

※ その他…メルカリ、パソコン・タブレットとの連携

※ その他…スマホ教室

（１）時間（１回６０分）はいかがでしたか？

（２）講師の説明はいかがでしたか？

（３）資料はいかがでしたか？

（４）教室内容はいかがでしたか？

回答者数２３人

未回答者数１人

回答者数２２人

未回答者数２人

（５）Zoomでオンライン体操教室への参加

ができそうですか？

３ ご自身のことについてお伺いします

（１）年齢と性別を教えてください。

※ 別紙 会場別参加者数を参照。

（２）日頃のスマホの利用頻度について

回答者数２４人

※ その他…買い物

回答者数１５人

未回答者数９人

（６）その他何かご意見があればご記入ください（自由記述）

・Zoomというのを初めて知りましたありがとうございました。

・機会ありましたら参加したいです。

・特にありません。お世話になり感謝しています。

・大変役立ちました。ありがとうございました。

・テキストがわかりにくい！！

・初めてのことで、わかった点も、わからない点もありますが、

練習してみたいと思います。



Zoomでオンライン対象教室事前説明会（令和５年６月実施分）
会場別参加者数内訳

計 男 女 男 女 計 男 女 男 女 計 男 女 男 女

65-69 0 0 0 0.0 0.0 65-69 2 0 2 0.0 100.0 65-69 3 0 3 0.0 100.0

70-74 2 2 0 100.0 0.0 70-74 1 1 0 100.0 0.0 70-74 1 0 1 0.0 100.0

75-79 0 0 0 0.0 0.0 75-79 1 0 1 0.0 100.0 75-79 0 0 0 0.0 0.0

80-84 1 0 1 0.0 100.0 80-84 3 1 2 33.3 66.7 80-84 1 0 1 0.0 100.0

85-89 0 0 0 0.0 0.0 85-89 0 0 0 0.0 0.0 85-89 1 0 1 0.0 100.0

90以上 0 0 0 0.0 0.0 90以上 0 0 0 0.0 0.0 90以上 0 0 0 0.0 0.0

計 3 2 1 66.7 33.3 計 7 2 5 28.6 71.4 計 6 0 6 0.0 100.0

計 男 女 男 女 計 男 女 男 女

65-69 1 0 1 0.0 100.0 65-69 6 0 6 0.0 100.0

70-74 3 0 3 0.0 100.0 70-74 7 3 4 42.9 57.1

75-79 1 0 1 0.0 100.0 75-79 2 0 2 0.0 100.0

80-84 2 1 1 50.0 50.0 80-84 7 2 5 28.6 71.4

85-89 0 0 0 0.0 0.0 85-89 1 0 1 0.0 100.0

90以上 1 1 0 100.0 0.0 90以上 1 1 0 100.0 0.0

計 8 2 6 25.0 75.0 計 24 6 18 25.0 75.0

6/12
伊興地域学習センター

6/19
佐野地域学習センター

6/20
千住西複合施設

年齢

参加人数 男女比　(％)

年齢

参加人数 男女比　(％)

年齢

6/21
中央本町地域学習センター 6月合計 【参考】はじめてのスマホ教室参加人数

年齢

参加人数 男女比　(％)

年齢

参加人数 男女比　(％) 基礎コース体験コース

参加人数 男女比　(％)
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17

-

13

-

東部ブロック

-

16

6月合計

北部ブロック

中部ブロック

千住ブロック

西部ブロック

5035

-

-

19



第１回介護予防・日常生活支援総合事業部会 

令和５年７月２０日 

件  名  令和５年度「ぱく増し」事業の取り組みについて 

所 管 部 課  福祉部 高齢施策推進室 地域包括ケア推進課 

内   容 

１ 令和５年度取り組み内容 

（１）栄養講座（食べてフレイル予防講座等）での普及啓発 

（２）医師会 410 施設、歯科医師会 250 施設、薬剤師会 190 施設、柔

道整復師会 72施設の計 922施設の受付・待合等への掲出 

（３）雑誌「頼れるドクター」への掲載 6/30発行 

（４）長寿医療だより（7月） 約 9万部発行 

（５）「配食サービス一覧」の栄養コーナーへ掲載（10月）全戸配布 

 

２ 令和５年度事業計画（２月の月間に向けて） 

（１）ホウカツの実態把握訪問時の普及啓発 

普及啓発品を用いたリーフレット配布 

（２）ぱく増しの行動変容に向けた実態把握アンケート 

毎食「ぱく増し」を可能にする施策を検討するため、毎食「ぱく

増し」できない理由等を調査する。 

アンケートの回収率を上げるため、「ぱく増し」の実践に結び付

きやすい当選商品を準備。 

（３）「ぱく増し」レシピの発信強化 

足立区公式キッチン「クックパッド（東京あだち食堂）」に

「ぱく増し」レシピを掲載。 

（４）食品メーカー、スーパー、コンビニ等との連携 

ア スーパーの試食コーナーで「ぱく増し」ＰＲ 

イ 食品メーカー（ＳＢ食品、味の素等）、コンビニとの連携 

（５）地域学習センター、図書館のミニコミ紙等にて「ぱく増し」ＰＲ 

 

３ アンケート案 

（１）「ぱく増し」の認知度 

（２）たんぱく質を多く含む食品の摂取頻度 

（３）毎食「ぱく増し」が出来ない及び出来にくい理由 

 
 

資料２ 





足
立
区

2月のPR月間におけるスーパーの弁当コーナーの様子。魚や肉
が主体となった弁当のそばに、「ぱく増し」ののぼり旗を設置

足立ミライゼミ

難関大学合格をめざす高校生を
応援する学習塾が開校

学生の学び支援の一環として2023年度より新たに始

まったのが、高校生を対象とした「足立ミライゼミ」。

成績上位であるものの、経済的理由で塾などに行け

ない区内在住の高校生を対象に、英語・数学を中

心とした個別学習を行う無料塾だ。中学3年生対象の

「足立はばたき塾」の高校生版として注目。

給食費無償化

日本一をめざす「おいしい給食」が
中学校から無償になる

2023年4月から区立中学全35校において給食費の

保護者負担がなくなった。中学に進学すると制服や部

活、高校受験などで出費が増えるため、まずは中学

校からスタート。私立幼稚園・認定こども園の給食費

も無償化（月7500円が上限）が始まっている。区

立小学校での実施は、引き続き検討していくという。

給付型奨学金

高額な学費を必要とする
私立医科・歯科系大学も対象

成績優秀ながらも経済的な理由で大学などに通えない

人を対象に、入学金、授業料、施設整備費の全額（実

費相当額※上限あり）を給付する、返済不要の奨学

金を開始。成績が5段階評価で平均4.0以上、世帯

年収800万円以下（4人世帯想定）であることなどを

条件に、2023年度は年間40人を募集した。

ぱく増し

加齢に伴う筋力や体重の減少を
「たんぱく質」でサポート

65歳以上の高齢者が体重や筋肉を維持して元気に

過ごせるよう、たんぱく質を多く含む食品を普段の食事

に増して取ること、名付けて「ぱく増し」を推進。民

間企業と連携して調理講座を実施するほか、レシピが

載ったリーフレットも配布。2月のPR月間には、スーパー

にロゴマークの入ったのぼり旗を設置した。

あだち若者サポートテラス（SODA）

生きづらさを抱える若者に向けて
専門家が支援する相談窓口

学校や仕事の悩み、メンタルヘルスの不調など、若

者が気軽に相談できる窓口。精神科医や精神保健

福祉士、公認心理師などが対応。2023年度からは

国立精神・神経医療研究センターと協働し、個別就

労支援プログラムを実施。企業でのインターンシップ

やNPOでのボランティアなどの経験もサポートする。

東
京
23
区
の
最
北
端
に
あ
る
区
。
近
年
、
区
内
の
交
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網
が
整
い
、
行
政
が
子
育
て
支
援
や

ま
ち
の
治
安
向
上
に
力
を
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れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
暮
ら
し
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
る
人
の

割
合
は
増
加
中
。
子
ど
も
が
遊
べ
る
都
市
農
業
公
園
や
、
荒
川
な
ど
の
自
然
も
あ
る
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北千住駅近くのSODA（ソーダ）。15～25歳くらいの若者が対
象で、相談料は無料。初回はビデオチャットでの面接も可能

112%拡大
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応募締切日  令和６年２月 29日（木）消印有効 
 

 

 

 

 

住 所 
〒 

 

氏 名 
 
           (年齢   ) 

電話番号  

 

希望する

商品 
（いずれかに〇） 

 

 

１ 肉の詰め合わせ 

２ 魚の詰め合わせ 

３ 電子レンジクッキング器具 

４ 缶詰セット 

５ プリン・カステラ 

6  

７  
 

 

 

 

 

恐れ入りま

すが、63 円

切手を貼っ

てご郵送く

ださい 

       

足立区中央本町 1-17-1 

 

足立区福祉部 

地域包括ケア推進課 

    高齢者栄養施策推進担当 行 

１ ２ 0 8 5 １ 0 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月「ぱく増し」月間特別企画 

“アンケートに答えて” 

ぱく増し商品を 

当てよう！ 
 

1 対象：区内在住６５歳以上の方 

 

２ 応募方法 （①、②のいずれか） 

①このはがきの表面に住所、氏名、電話

番号等を記入し、切手を貼って郵送 

②二次元コードから区ホームページ専用

フォームに必要事項を入力 

抽選で総勢●●名様にプレゼント♪ 

応募及びぱく増し月間

の詳細はこちらから⇒  



 
*たんぱく質を多く含む食品とは、肉・魚・卵・大豆製

品等のことです。 

①あなたは、「ぱく増

し」事業を知ってい

ますか 

1 内容まで知っている 

2 詳しくは知らないが、言葉

は聞いたことがある 

3 知らない（初めて聞いた） 

②あなたは、たんぱく

質を含む食品の１種

類以上をどれくらい

の頻度で食べていま

すか 

１ 毎食（１日３回） 

２ １日２回位 

３ １日１回位 

４ 週に数回 

５ ほとんど食べない 

②の回答において、２

～５に〇がついた方

にお聞きします。 

 

➂たんぱく質を多く

含む食品を、毎食

食べていない理由

に該当する全てに

〇をしてください。 

 

1 食品（物価）が高い 

2 料理方法がわからない 

３ 食事を毎食（1日３回）食

べる習慣がない 

4 歳をとったら肉や魚をそ

んなに食べる必要はない 

5 太りたくない 

6 たんぱく質を意識したこ

とがなかった 

７ その他 

アンケートは以上です。ありがとうございました♪ 

足立区 ぱく増しアンケート 


